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● 現在の研究について 

＊ IT 技術を利用した運動療法装置の開発と臨床

応用に関する研究 

IT 技術を利用した運動療法システムを提案し，

その臨床応用の可能性について検討していま

す｡具体的には，室内にいながらにしてスクリ

ーン上に描画される仮想空間内での「スポー

ツ」や「もぐらたたき」といったアミューズ

メント性を有した運動療法システムです。そ

のシステムを利用した際の安全性を検証し，

注意・集中力や運動機能に及ぼす影響を研究

しています。 

＊ 介護予防事業の在り方と効果に関する研究 

地域住民主体型の健康作りを支援しています。

中高齢者に対する健康増進に関する評価方法

や運動方法を検討しています。その効果を従

来の体力測定項目に加え，高精度の筋量測定

器や超音波骨量測定器を使用し評価していま

す。 

＊ 物理療法が生体に及ぼす影響や治療効果につ

いて客観的な指標を用い調査しています。 

＊ 糖尿病者の筋萎縮予防ならびに足部病変予防

のための理学療法に関する研究 

糖尿病者の筋量測定を行い，従来からの運動 

療法に加えて，新たな理学療法の在り方につ

いて探究しています。 

＊ 理学療法管理学 

理学療法室内におけるインシデント・アクシ

デントに関する調査を行い，その対策を検討

しています。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

＊ 勤労者の腰痛や転倒に関する実態調査と予防

法に関する研究 

現在社会の大きな関心事になっている勤労者

の腰痛の原因とその予防法について人間工学

的観点に加えて健康心理学的側面から検討し

ています。企業を訪問し保健師や衛生管理者

と協働して産業理学療法の在り方を検討して

いきます。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

＊ 理学療法士との臨床研究 

＊ 中高齢者の健康増進事業や介護予防事業に関

わる方々や自治体等と効果的な事業内容の検

討と効果の検証。 

＊ 介護老人保健施設等でレクリエーションや運

動療法に携わる方と新たな運動療法の展開。 

 

● これまでの連携実績 

＊ これまでに 3 つの自治体と介護予防事業に関

する連携事業を行いました。一自治体とは二

次予防事業評価ワーキンググループのアドバ

イザーとして意見交換を行ってきました。そ

の他，介護老人保健施設のリハビリテーショ

ン部門と協力してアミューズメント性を有す

る運動療法の有用性や病院内転倒防止策に関

する調査を行っています。 

病院に勤務する理学療法士との臨床研究を通

して，新たな理学療法の在り方を探究してい

ます。 

 


